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大会スケジュール 

 
9 月 18 日（金） 全体スケジュール 

時間 内容 
10:30～11:30 常務理事会（農学部総合館１階大会議室） 
11:30～12:30 理事会（農学部総合館１階大会議室） 
12:30～ 受付開始（農学部総合館１階W100 教室前） 
13:00～14:30 午後(1) 分科会 
15:00～17:00 午後(2) 分科会 
18:00～20:00 ウェルカムパーティ（北部生協） 

 
9 月 18 日（金） 分科会 

会 場 
9 月 18 日午後(1) 
13:00－14:30 

9 月 18 日午後(2) 
15:00－17:00 

A 会場 
(W214) 

企画「経済理論」 企画「環境汚染と公害」 

B 会場 
(W314) 

企画「持続可能な消費と生産」 中国 

C 会場 
(W322) 

気候変動政策 気候変動政策 

D 会場 
(W306) 

廃棄物・資源循環 廃棄物・資源循環 

E 会場 
(W302) 

環境政策史 地域と環境 

F 会場 
(W422) 

コモンズ 気候変動ポスト 2020 

G 会場 
(W406) 

環境評価 交通 

H 会場 
(W522) 

再生可能エネルギー 国際的資源管理 

I 会場 
(W506) 

東アジアの持続可能な低炭素経済 東アジアの持続可能な低炭素経済 

J 会場 
(W502) 

持続可能な社会   
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9 月 19 日（土） 全体スケジュール 
時間 内容 

09:00～10:30 午前(1) 分科会 
10:45～12:15 午前(2) 分科会 
11:45～12:45 理事会（農学部総合館１階大会議室） 
13:00～14:00 大会総会（農学部総合館１階W100） 
14:00～17:25 記念シンポジウム（農学部総合館１階W100） 
18:00～20:00 記念セレモニー（百周年時計台記念館） 

 
9 月 19 日（土） 分科会 

会 場 
9 月 19 日午前(1) 
09:00－10:30 

9 月 19 日午前(2) 
10:45－12:15 

A 会場 
(W214) 

企画「持続可能性のこれまでとこれから」 
企画「循環型社会の構築に向けて：課題と
展望」 

B 会場 
(W314) 

環境ガバナンス 企画「東アジアの環境問題」 

C 会場 
(W322) 

気候変動政策 企画「気候変動政策研究の進展と展望」 

D 会場 
(W306) 

廃棄物・資源循環 
 

E 会場 
(W302) 

水環境政策  

F 会場 
(W422) 

環境技術と消費者  

G 会場 
(W406) 

農業・食料  

H 会場 
(W522) 

再生可能エネルギー  

I 会場 
(W506) 

中国  

P 会場  ポスター報告 
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9 月 20 日（日） 全体スケジュール 
時間 内容 

09:00～10:30 午前(1) 分科会 
10:45～12:15 午前(2) 分科会 
12:15～13:15 理事会（農学部総合館１階大会議室） 
13:15～14:00 学会賞授賞式（農学部総合館１階W100） 
14:00～16:00 公開講演会（農学部総合館１階W100） 

 
9 月 20 日（日） 分科会 

会 場 
9 月 20 日午前(1) 
09:00－10:30 

9 月 20 日午前(2) 
10:45－12:15 

A 会場 
(W214) 

生物多様性・生態系サービス 企画「環境評価」 

B 会場 
(W314) 

環境ガバナンス 環境ガバナンス 

C 会場 
(W322) 

気候変動政策 気候変動政策 

D 会場 
(W306) 

持続可能な社会 アジア・途上国 

E 会場 
(W302) 

大気汚染 環境規制 

F 会場 
(W422) 

気候変動・適応 気候変動・緩和 

G 会場 
(W406) 

バイオマス エネルギー政策 

H 会場 
(W522) 

再生可能エネルギー 再生可能エネルギー 

I 会場 
(W506) 

環境マネジメント 環境経済理論 
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■記念シンポジウム 
日程：9月 19 日（土）14:00～17:25 
会場：農学部総合館１階W100 
学会設立 20 周年を記念して海外から著名な研究者を招聘し，シンポジウムを開催します。 
講演者は米国環境資源経済学会(AERE)会長の Vic Adamowicz 教授およびヨーロッパ環境資源経済学
会(EAERE)次期会長の Lucas Bretschger 教授です。 
 
プログラム 

Vic Adamowicz (Association of Environmental and Resource Economists 現会長，カナダ University 

of Alberta 教授 ) “ Economic Analysis and Endangered Species Policy: Lessons Learned and 

Future Challenges” 

Lucas Bretschger (European Association of Environmental and Resource Economists 次期会長， ス
イス ETH Zurich 教授) “Efficient and Equitable Climate Policy in a Dynamic World” 

司会 亀山 康子（国立環境研究所） 
 

Professor Vic Adamowicz 

 
 

Vic Adamowicz 教授は，1981 年，カナダ University of Alberta を卒業後，1988 年に米国 University of 

Minnesota で Ph.D を取得。現在，Department of Resource Economics and Environmental Sociology, 

Faculty of Agricultural, Life & Environmental Sciences, University of Alberta 教授。2015 年 1 月より，
Association of Environmental and Resource Economists (AERE)会長。生態系サービスの環境評価と
こうした評価を経済分析に反映させる研究を専門とし，森林，水質，大気，絶滅危惧種，農業など
の問題に多くの応用研究を行っている。 

 

講演タイトル 

Economic Analysis and Endangered Species Policy: Lessons Learned and Future Challenges 

 

要旨 

There has been, and continues to be, considerable tension regarding the role of economic analysis in 
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endangered species policy. In some jurisdictions economic analysis is not allowed to play a 

significant role in policy around species at risk while in other jurisdictions economic analysis and 

market based instruments play a considerable role. The objectives of this paper are to provide a 

review of the role and contributions of economic analysis in endangered species policy and 

associated policy surrounding biodiversity conservation. Several case studies will be used to review 

lessons learned in the application of economics to endangered species policy including the use of 

benefit cost analysis, the analysis and design of market based instruments to address endangered 

species concerns, and the examination of how economic behavior affects risks to species. The 

unique aspects of the economic analysis of endangered species problems, relative to other 

environmental concerns are outlined. Finally, a set of challenges for future research are described, 

including consideration of climate change in endangered species and biodiversity conservation policy. 

The paper concludes with a discussion of ways to lessen the tension in the area of the economics of 

endangered species, and embrace the potential for more effective policy analysis and design through 

integration of economic analysis into conservation policy.  

 

Professor Lucas Bretschger 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Lucas Bretschger 教授は，スイス University of Zurich を卒業後，1988 年同大学で Ph.D を取得。現
在，スイス the Center of Economic Research of ETH Zurich 教授。2016 年より，European Association 

of Environmental and Resource Economists (EAERE)会長就任予定。さまざまな理論と計量モデルに
基づき，自然資源利用，環境，成長，貿易，気候変動，公共部門および地域経済に関する理論研究
と政策研究を専門としている。 

 

講演タイトル 

Efficient and Equitable Climate Policy in a Dynamic World 

 

要旨 

The talk explains from an economic perspective why climate policies are so difficult to implement in 

reality. We explore and evaluate a series of possible contributions from economics to increase the 

general acceptance of climate policies. The presentation will cover various efficiency issues but also 
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the perspective of international burden sharing and the link to the general sustainability debate. We 

argue that the political will to implement climate policies will grow when dynamic impacts of policies 

are properly taken into account, cross-country cost distribution is considered as fair, international 

asymmetries are taken care of, and uncertainties are dealt with in a rational way. The final part of the 

talk is devoted to various aspects of individual behavior, institutional quality, and population 

development. 

 
■公開講演会 
日程：9月 20 日（日）14:00～16:00 
会場：農学部総合館１階W100 
主催：環境経済・政策学会 
共催：京都大学地球環境学堂，経済学研究科（予定），農学研究科（予定） 
一般公開講演会では，環境経済・政策学会初代会長の佐和隆光教授（滋賀大学学長）の講演を予定し
ています。公開講演会は無料でどなたでも参加可能です。 
 
佐和 隆光教授（滋賀大学学長）「科学技術と持続可能な社会」 
司会 井上 恵美子（京都大学） 

 
■懇親会について 
学会設立 20 周年を記念にしてウェルカムパーティと記念セレモニーの二つを開催します。20 周年記
念の特別のイベントを企画しています。ぜひご参加ください。 

 
ウェルカムパーティ 
日程：9月 18 日（金）18:00～20:00 
場所：北部構内北部生協（農学部総合館の南側） 

 
記念セレモニー 
日程：9月 19 日（土）18:00～20:00 
場所：本部構内百周年時計台記念館 
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■大会受付について 
大会受付は農学部総合館１階のW100 教室前にあります。 
 
■セッション会場について 
セッション会場は農学部総合館の西棟にあります。 
 
■休憩室について 
休憩室は農学部総合館W106 にあります。 
 
■理事会会場について 
理事会会場は農学部総合館１階の大会議室です。 

 
■託児サービスについて 
託児サービスは農学部総合館２階の小会議室です。事前予約が必要です。 

 
■会場へのアクセスについて 
会場へのアクセスおよび農学部総合館の地図は p27～28 をご参照ください。 

 
■昼食について 
夏期短縮営業のため土日は北部生協が営業していません。西部構内のルネはご利用できます。周辺の
飲食店情報は p29 にあります。 

 
■無線 LANについて 
農学部総合館内は無線 LAN 接続サービスがあります。ゲスト用アカウントは大会受付にお問い合わせ
ください。eduroam も使用可能です。eduroam の詳細は https://eduroamshib.nii.ac.jp/をご参照
ください。 
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プログラム 
 

 
9 月 18日午後(1)  13:00 － 14:30 

 
 
企画「経済理論：割引率は何を意味しどのように変化してきたか」 A 会場 
オーガナイザー： 大沼あゆみ（慶應義塾大学）・赤尾健一（早稲田大学） 

 座長：大沼あゆみ（慶應義塾大学）・赤尾健一（早稲田大学） 

 1  社会的割引率議論の出発点と世代間公平性 

   ○大沼あゆみ（慶應義塾大学） 

 2  低下割引率（Declining Discount Rate）の誕生と現れた問題点 

   ○赤尾健一（早稲田大学） 

 3  割引率研究はどこまで発展したか 

   ○阪本浩章（千葉大学） 

 4  総合討論 

   ○西村和雄（神戸大学） 
 
企画「持続可能な消費と生産」 B 会場 
オーガナイザー： 青柳みどり（国立環境研究所） 

 座長：青柳みどり（国立環境研究所） 

 1  国連環境計画の 10YFP の現状と展開について 

   ○堀田康彦（地球環境戦略研究機関） 

 2  持続可能な消費と生産を巡る企業の取り組み 

   ○國部克彦（神戸大学） 

 3  持続可能な消費とライフスタイルに関するシナリオ構築 

   ○青柳みどり（国立環境研究所） 
 
気候変動政策 C 会場 

 座長：佐藤真行（神戸大学） 

 1  ＥＵ ＥＴＳがイノベーション活動へ与える影響に関する実証分析 

   
○井上恵美子（京都大学） 
討論者：藤井秀道（長崎大学） 

 2  Public announcements of violators and compliance behaviors under a tradable permits 
scheme: Experimental analysis of market trading 

   
○岩田和之（高崎経済大学）・田中健太（武蔵大学）・田村輝之（高知工科大学） 
討論者：佐藤真行（神戸大学） 

 3  A Comparison of Output Taxes and Emission Taxes for Promoting Advanced Abatement 
Technology in a Cournot Duopoly 

   
○青山直人（青森公立大学） 
討論者：大内田康徳（広島大学） 

 
 
 
 
 

 
 

9 月 18 日午後(1) 
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廃棄物・資源循環 D 会場 

 座長：一方井誠治（武蔵野大学） 

 1  残土・汚染土壌・産業廃棄物と環境問題 

   
○山田利春（しがの里山や川を美しくする会） 
討論者：一方井誠治（武蔵野大学） 

 2  空間計量経済モデルによる産業廃棄物最終処分場の立地に関する実証研究 

   
○石村雄一（神戸大学）・竹内憲司（神戸大学） 
討論者：山本雅資（富山大学） 

 3  産廃不法投棄サイトの原状回復事業に関する計量経済分析 

   
○笹尾俊明（岩手大学） 
討論者：竹内憲司（神戸大学） 

 
環境政策史 E 会場 

 座長：喜多川 進（山梨大学） 

 1  「公害から環境へ」という政策転換がもった時代的意味の考察 

   
○友澤悠季（法政大学） 
討論者：小堀 聡（名古屋大学） 

 2  『環境政策史論――ドイツ容器包装廃棄物政策の展開』――批判と応答 

   
○喜多川 進（山梨大学） 
討論者：辛島理人（関西学院大学） 

 
コモンズ F 会場 

 座長：三俣 学（兵庫県立大学） 

 1  長距離自然歩道の創設と再生過程に関する研究―九州自然歩道での取り組みを事例に― 

   
○嶋田大作（福岡女子大学） 
討論者：三俣 学（兵庫県立大学） 

 2  舟運文化を基盤とした共同的河川管理ー保津川における取組を事例として 

   
○原田禎夫（大阪商業大学） 
討論者：福原隆一（同志社大学） 

 3  Is Prisoner’s Dilemma Still A Dilemma for Japanese Rural Villagers? A Door-to-Door Field 
Experiment 

   
○鈴木康平（京都大学） 
討論者：田中健太（武蔵大学） 

 
環境評価 G 会場 

 座長：柘植隆宏（甲南大学） 

 1  クーンタッカーモデルへの時間制約の導入 

   
○諏訪竜夫（山口大学） 
討論者：柘植隆宏（甲南大学） 

 2  自然資本の住民への文化サービスのコンジョイント分析による推計 

   
○服部 徹（九州大学）・名取洋司（CI ジャパン） 
討論者：佐藤正弘（内閣府経済社会総合研究所） 

 3  世界遺産への入域料支払意志額とその規定要因の比較分析 

   
○吉田謙太郎（長崎大学） 
討論者：諏訪竜夫（山口大学） 

 

 
 

9 月 18 日午後(1) 
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再生可能エネルギー H 会場 

 座長：倉阪秀史（千葉大学） 

 1  地方自治体における再生可能エネルギー政策の現状と課題 ― 地方自治体における再生可能エ
ネルギー政策調査結果からの考察 

   
○関川千恵美（千葉大学）・倉阪秀史（千葉大学） 
討論者：山下英俊（一橋大学） 

 2  福島県再生可能エネルギー推進ビジョンに基づく地域経済効果の評価 

   
○松原弘直（環境エネルギー政策研究所）・勝倉良介（一橋大学）・Jorg Raupach-Sumiya（立
命館大学）・中山琢夫（京都大学） 
討論者：倉阪秀史（千葉大学） 

 3  日本における分散型再生可能エネルギー発電による地域付加価値創造分析-電源間の比較研究- 

   
○中山琢夫（京都大学） 
討論者：中村良平（岡山大学） 

 
東アジアの持続可能な低炭素経済 I 会場 

 座長：Cho Yongsung（Korea University） 

 1  グローバルＣＧＥモデルを用いた日韓の温室効果削減政策の経済・環境への影響比較分析 

   
○Cho Yongsung（Korea University） 
討論者：松本健一（滋賀県立大学） 

 2  A Study on Impacts of Climate Policies on SMEs in Korea 

   
○Kim Yong Gun（Korea Environment Institute） 
討論者：李 秀澈（名城大学） 

 3  An Assessment of Potentials and Costs of Renewable Electricity in Korea 

   
○Lee Chang Hoon（Korea Environment Institute） 
討論者：羅 星仁（広島修道大学） 

 
持続可能な社会 J 会場 

 座長：馬奈木俊介(九州大学) 

 1  フューチャー・デザイン 

   
○西條辰義（一橋大学） 
討論者：馬奈木俊介(九州大学) 

 2  フォーカスグループインタビューによる 2030 年の日本のライフスタイルシナリオの受容性評価 

   
○吉田 綾（国立環境研究所）・青柳みどり（国立環境研究所） 
討論者：西條辰義（一橋大学） 

 3  「スマートな」消費生活のすすめ：時間と予算制約を考慮した消費モデル 

   
○高瀬浩二（静岡大学）・鷲津明由（早稲田大学） 
討論者：有村俊秀（早稲田大学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

9 月 18 日午後(1) 
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9 月 18日午後(2)  15:00 － 17:00 

 
 
企画「環境汚染と公害」 A 会場 
オーガナイザー： 寺西俊一（一橋大学） 

 座長：寺西俊一（一橋大学） 

 1  環境汚染と公害問題の政治経済学－“戦後 70 年”と今日的課題－ 

   ○宮本憲一（大阪市立大学） 

 2  戦後技術革新と公害環境問題―イタイイタイ病，ハイテク汚染，福島原発事故を踏まえて― 

   ○吉田文和（愛知学院大学） 

 3  公害から福島を考える―地域の再生をめざして－ 

   ○除本理史（大阪市立大学） 

 4  『政治経済学』的な方法について－エコロジー学派，現代制度学派，および宮本理論－ 

   ○大森正之（明治大学） 
 
中国 B 会場 

 座長：李 志東（長岡技術科学大学） 

 1  日中地域間廃棄物産業連関表の推計と分析 

   
○筑井麻紀子（東京国際大学）・林 晨（山東大学）・JI Kaiyan（山東大学）・LANG Xiaoliang
（山東大学） 
討論者：笹尾俊明（岩手大学） 

 2  中国における環境汚染による健康影響への政策対応過程―1970年代－80年代についての検討― 

   
○大塚健司（アジア経済研究所） 
討論者：李 志東（長岡技術科学大学） 

 3  アンケート調査による中国国民生活満足度に関する研究―中国龍泉市，福州市の生活満足度調査
を通じて― 

   
○林 祥偉（立命館大学）・周 瑋生（立命館大学）・銭 学鵬（立命館アジア太平洋大学）・仲上
健一（立命館大学） 
討論者：大塚健司（アジア経済研究所） 

 4  温暖化防止の長期枠組み交渉に向けた中国の取組みに関する研究 

   
○李 志東（長岡技術科学大学） 
討論者：周 瑋生（立命館大学） 
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気候変動政策 C 会場 

 座長：溝渕健一（松山大学） 

 1  家電エコポイント制度による省エネ行動に関するリバウンド効果の検証：埼玉県草加市でのサー
ベイ・データを用いた実証分析 

   
○森田 稔（上智大学）・岩田和之（高崎経済大学）・有村俊秀（早稲田大学）・片山 東（早稲
田大学） 
討論者：溝渕健一（松山大学） 

 2  世界平均のエネルギー効率推移の分析（発電・鉄鋼部門） 

   
○小田潤一郎（地球環境産業技術研究機構）・秋元圭吾（地球環境産業技術研究機構） 
討論者：黒沢厚志（エネルギー総合工学研究所） 

 3  Replacement or additional purchase: The power saving effects of the energy efficient 
air-conditioner 

   
○溝渕健一（松山大学）・竹内憲司（神戸大学） 
討論者：岩田和之（高崎経済大学） 

 4  エネルギー生産効率性の変化要因の分析 

   
○田中健太（武蔵大学）・馬奈木俊介（九州大学） 
討論者：小田潤一郎（地球環境産業技術研究機構） 

 
 
廃棄物・資源循環 D 会場 

 座長：阿部 新（山口大学） 

 1  日本の使用済自動車リサイクルＡＳＲ再資源化施設の特徴と立地について 

   
○外川健一（熊本大学） 
討論者：阿部 新（山口大学） 

 2  廃電池の有害特性と輸出入管理 

   
○寺園 淳（国立環境研究所）・小口正弘（国立環境研究所） 
討論者：小島道一（アジア経済研究所） 

 3  社会貢献型パソコンリユース事業に対する事業者の価値認識 

   
○小島英子（国立環境研究所）・田崎智宏（国立環境研究所）・加山俊也（三菱 UFJ リサーチ＆
コンサルティング株式会社）・松岡夏子（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社） 
討論者：堀江進也（神戸大学） 

 4  使用済自動車市場における流通・産業構造に関する考察－日本の 1950 年代から 1970 年代を中
心として 

   
○阿部 新（山口大学） 
討論者：外川健一（熊本大学） 
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地域と環境 E 会場 

 座長：高橋卓也（滋賀県立大学） 

 1  水循環基本計画における流域単位の政策統合推進の課題－－基本計画原案の森林関連の記述およ
び有識者意見から 

   
○角田季美枝（千葉大学） 
討論者：高橋卓也（滋賀県立大学） 

 2  PES プログラムと農家の脆弱性に関する研究-インドネシア・チタルム川流域を例として- 

   
○白川博章（名古屋大学）・Patricia San Miguel（名古屋大学）・乃田啓吾（東京大学）・沖一
雄（東京大学） 
討論者：森 晶寿（京都大学） 

 3  オーストラリアにおけるランドケアの制度的特質―持続可能な地域発展との関連性に注目して― 

   
○篭橋一輝（京都大学） 
討論者：佐無田 光（金沢大学） 

 4  Why are Some People Willing to Pay for Renewable Energy in Post-Fukushima 
Japan?:Results of a Logit Regression 

   
○中野綾子（地球環境戦略研究機関） 
討論者：大床太郎（獨協大学） 

 
気候変動ポスト 2020 F 会場 

 座長：杉山昌広（東京大学） 

 1  国際衡平性と長期目標との関係からの日本の約束草案の評価 

   
○秋元圭吾（地球環境産業技術研究機構）・佐野史典（地球環境産業技術研究機構）・本間隆嗣
（地球環境産業技術研究機構）・徳重功子（地球環境産業技術研究機構） 
討論者：増井利彦（国立環境研究所） 

 2  わが国における 2030 年を対象とした温室効果ガス排出削減目標の議論 

   

明日香壽川（東北大学）・上園昌武（島根大学）・歌川 学（産業技術総合研究所）・甲斐沼美紀
子（国立環境研究所・地球環境戦略研究機関）・田村堅太郎（地球環境戦略研究機関）・槌屋治
紀（システム技術研究所）・外岡 豊（埼玉大学）・○増井利彦（国立環境研究所）・西岡秀三（地
球環境戦略研究機関）・朴 勝俊（関西学院大学）・Pranab Jyoti BARUAH（地球環境戦略研究
機関）・平田仁子（気候ネットワーク）・脇山尚子（地球環境戦略研究機関） 
討論者：杉山昌広（東京大学） 

 3  各国の温室効果ガス排出削減数値目標に対する事前評価の現状と課題 

   
○明日香壽川（東北大学） 
討論者：田村堅太郎（地球環境戦略研究機関） 

 4  気候感度の下方修正とパリ合意への影響 

   
○山口光恒（地球環境産業技術研究機構） 
討論者：藤野純一（国立環境研究所） 

 
 
 
交通 G 会場 

 座長：平原隆史（千葉商科大学） 

 1  公共交通に着目した都市における交通システムの効率性と環境負荷 

   
○中村寛樹（九州大学）・玉置哲也（九州大学）・馬奈木俊介（九州大学）・藤井秀道（長崎大学） 
討論者：平原隆史（千葉商科大学） 

 2  地域デマンド交通が地域環境に与える影響 

   
○平原隆史（千葉商科大学） 
討論者：八木迪幸（神戸大学） 

 
 

9 月 18 日午後(2) 
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 3  Demographic determinants of aged car ownership between 1980 and 2009 in Japan 

   
○八木迪幸（神戸大学）・馬奈木俊介（九州大学） 
討論者：鶴見哲也（南山大学） 

 4  航空機の排出による環境への影響と日本航空機燃料税 

   
○ゴンサレス・ロドリゴ（慶應義塾大学）・細田衛士（慶應義塾大学） 
討論者：吉田雄一朗（広島大学） 

 
 
国際的資源管理 H 会場 

 座長：渡邉理絵（新潟県立大学） 

 1  太平洋クロマグロの資源管理と国内的・国際的対応 

   
○真田康弘（法政大学） 
討論者：佐藤洋一郎（立命館アジア太平洋大学） 

 2  チグリス・ユーフラテス川流域の政治社会状況の悪化とメソポタミア湿原の環境危機 

   
○福原隆一（同志社大学） 
討論者：石井 敦（東北大学） 

 3  鉱物資源の潜在価値と使用量制限の影響 

   
○玉置哲也（九州大学）・中村寛樹（九州大学院）・馬奈木俊介（九州大学）・藤井秀道（長崎
大学） 
討論者：佐藤正弘（内閣府経済社会総合研究所） 

 4  ICJ 捕鯨裁判：訴訟の経緯とその含意 

   
○石井 敦（東北大学）・真田康弘（法政大学） 
討論者：久保田 泉（国立環境研究所） 

 
東アジアの持続可能な低炭素経済 I 会場 

 座長：李 秀澈（名城大学） 

 1  Modeling the power sector in East Asia ‒ the economic and environmental impacts of 
different power sources 

   
○Mercure Jean-Francois（Cambridge Centre for Climate Change Mitigation Research 
(4CMR)） 
討論者：芦名秀一（国立環境研究所） 

 2  Measuring both production-based and consumption-based CO2 emissions of different 
countries based on the multi-region input‒output model 

   
○Jun Pang（Renmin University of China） 
討論者：藤川清史（名古屋大学） 

 3  A model-based environmental assessment of East Asian trade agreementsPlease let us 
know the title of your paper 

   
○Pollitt Hector（Cambridge Econometrics） 
討論者：伴 ひかり（神戸学院大学） 

 4  An empirical analysis of the impacts of Abenomics on the Japanese economy and CO2 
emissions ‒ An assessment based on the E3MG macro-econometric mode 

   
○LEE SOOCHEOL（名城大学） 
討論者：Yong Gun KIM （Korea Environment Institute ） 
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9 月 19日午前(1)  9:00 － 10:30 

 
 
企画「持続可能性のこれまでとこれから」 A 会場 
オーガナイザー： 馬奈木俊介（九州大学） 

 座長：馬奈木俊介（九州大学） 

 1  歴史と総合：新国富へ 

   ○馬奈木俊介（九州大学） 

 2  理論研究の考え方まとめ 

   ○山口臨太郎（京都大学） 

 3  現状と実証研究の方向 

   ○佐藤真行（神戸大学） 

 4  新たな方向性：水への応用 

   ○篭橋一輝（京都大学） 
 
環境ガバナンス B 会場 

 座長：石井 敦（東北大学） 

 1  インドネシアの政治体制の変革と経済（政策）およびエネルギー政策の変化（2）―改革後
（Reformasi）の経済とエネルギーの状況 における資源問題の新たな局面― 

   
○アディネガラ イヴォンヌ（明治大学） 
討論者：小島道一（アジア経済研究所） 

 2  ダム撤去のガバナンス過程の分析 熊本県荒瀬ダム撤去を事例として 

   
○大野智彦（金沢大学） 
討論者：石井 敦（東北大学） 

 3  社会的銀行における特殊な運営方法 －GLS 銀行を参考に－ 

   
○林 公則（都留文科大学） 
討論者：藤井良広（上智大学） 

 
気候変動政策 C 会場 

 座長：松川 勇（武蔵大学） 

 1  国連主導の技術ニーズ評価（TNA）の分析と低炭素技術移転に向けた課題と提言 

   
○吉野まどか（地球環境戦略研究機関）・郁 宇青（地球環境戦略研究機関） 
討論者：青山直人（青森公立大学） 

 2  A Comparison of welfare considering environment 

   
○坂本智幸（科学技術振興機構 低炭素社会戦略センター）・馬奈木俊介（九州大学） 
討論者：横尾英史（国立環境研究所） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

9 月 19 日午前(1) 
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廃棄物・資源循環 D 会場 

 座長：山川 肇（京都府立大学） 

 1  スウェーデンの家庭資源ごみ分別排出システムにかかわるアクター分析 

   
○高橋若菜（宇都宮大学） 
討論者：竹内憲司（神戸大学） 

 2  台湾版リサイクルシステムの経済分析－デポジット・リファンド政策の実証的な側面 

   
○赤石秀之（法政大学）・南部和香（福島大学） 
討論者：沼田大輔（福島大学） 

 3  廃棄物管理と資源効率向上/資源消費削減の政策統合に向けた一考察欧州の資源効率政策開発状
況を参考に-アジアへのインプリケーション 

   
○粟生木千佳（地球環境戦略研究機関） 
討論者：山川 肇（京都府立大学） 

 
水環境政策 E 会場 

 座長：堀江哲也（長崎大学） 

 1  Virtual water trade and water scarcity 

   
○佐藤正弘（内閣府経済社会総合研究所）・仲山紘史（InterGreen Research Institute） 
討論者：堀江哲也（長崎大学） 

 2  韓国の水利用負担金制度と流域管理－CGE モデルを用いた水利用負担金の効果分析－ 

   
○姜 美松（名城大学）・Cristian Otchia（名古屋大学）・藤川清史（名古屋大学）・李 秀澈（名
城大学）・朴 昌貴 （韓国銀行） 
討論者：大塚健司（アジア経済研究所） 

 3  費用対効果を考慮した赤土流出削減対策の最適な空間的配置 

   
○堀江哲也（長崎大学）・日引 聡（東北大学）・林 誠二（国立環境研究所） 
討論者：加賀爪 優（京都大学） 

 
環境技術と消費者 F 会場 

 座長：溝渕健一（松山大学） 

 1  The Effect of Demand Response on Purchase Intention of Distributed Generation: 
Evidence from Japan 

   
○中田達大（東北大学）・慎 公珠（九州大学）・馬奈木俊介（九州大学） 
討論者：小俣幸子（早稲田大学） 

 2  Consumer Valuations of Energy Efficiency Investments: The Case of Vietnam’s Air 
Conditioner Market 

   
松本 茂（青山学院大学）・○小俣幸子（早稲田大学） 
討論者：溝渕健一（松山大学） 

 3  How Electricity Conservation Campaigns Work for Japanese Consumer? 

   
○山浦紘一（東京農工大学）・Hikaru Hanawa Peterson（University of Minnesota） 
討論者：坂上 紳（上智大学） 
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農業・食料 G 会場 

 座長：根本志保子（日本大学） 

 1  福島原子力発電所近辺で生産された農産物に対する消費者の反応 

   
○有賀健高（石川県立大学） 
討論者：氏家清和（筑波大学） 

 2  南相馬市産の震災復興商品ナタネ油の消費者受容性調査 

   
○根本志保子（日本大学） 
討論者：有賀健高（石川県立大学） 

 3  食品ロスの削減と肥満対策が 2050 年までの世界の食料需要に及ぼす影響 

   
○棟居洋介（東京工業大学）・増井利彦（国立環境研究所） 
討論者：吉田謙太郎（長崎大学） 

 
再生可能エネルギー H 会場 

 座長：安田 陽（関西大学） 

 1  再生可能エネルギーの地域経済付加価値 - 日本版の産業連鎖分析モデルの検証 

   
○ラウパッハ・スミヤ ヨーク（立命館大学） 
討論者：中山琢夫（京都大学） 

 2  電源構成の歴史的変遷の国際比較分析～ 各国は再生可能エネルギーをどのように育ててきた
か？ ～ 

   
○安田 陽（関西大学） 
討論者：高橋 洋（都留文科大学） 

 3  安定性と柔軟性を兼ね備えた電力システムの構築－ドイツにおける調整電力市場改革を例に－ 

   
○東 愛子（尚絅学院大学） 
討論者：安田 陽（関西大学） 

 
中国 I 会場 

 座長：嘉田良平（総合地球環境学研究所） 

 1  中国の退耕還林プロジェクトの費用と便益についての研究 

   
○成 双之（慶應義塾大学）・澤田英司（九州産業大学）・大沼あゆみ（慶應義塾大学） 
討論者：松永光平（立命館大学） 

 2  中国の集団林制度の変遷とその評価 

   
○何 彦旻（京都大学）・劉 燦（中国国家林業局） 
討論者：金 紅実（龍谷大学） 

 3  グローバル経済における日中食品安全協力の現状と課題 

   
○王 鳳陽（立命館大学）・銭 学鵬（立命館アジア太平洋大学）・周 瑋生（立命館大学）・仲上
健一（立命館大学） 
討論者：嘉田良平（総合地球環境学研究所） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

9 月 19 日午前(1) 



19 

 
9 月 19日午前(2) 10:45 － 12:15 （ポスター報告は 13:00 終了） 

 
 
ポスター報告 ポスター会場 

  
 1  オープンデータを活用した大規模企業データベースの構築と活用 

   ○藤井秀道（長崎大学） 

 2  都市近郊型里山における人々の関わりと価値評価－長岡京市民アンケートから－ 

   
○清水万由子（龍谷大学）・沼田壮人（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）・川勝健志（京
都府立大学） 

 3  太陽光発電開発の促進メカニズムに関する日中比較分析 

   ○張 鈺シン（長岡技術科学大学）・李 志東（長岡技術科学大学） 

 4  Approach to optimum deployment of hydrogen stations by location-allocation method 

   板岡健之（九州大学）・木村誠一郎（九州大学）・岡村航育（九州大学）・○新井士人（九州大学） 

 5  共有再生可能資源の国際貿易と各国管理 

   ○小川 健（専修大学） 

 6  容器包装の国際比較分析アジア 5か国における容器包装に対する支払意思額について 

   ○小島理沙（神戸大学）・石川雅紀（神戸大学） 

 7  気候変動分野における環境政策統合の運用に関する分析 

   ○平田仁子（気候ネットワーク／早稲田大学） 

 8  ヨーロッパにおける飲料容器デポジット制度の着眼点 

   ○沼田大輔（福島大学） 

 9  ベトナム農村部における家庭でのエネルギー利用の変化 -フート省ティエンキエン村での調査- 

   ○竹内 亮（京都大学） 

 10  日本のエネルギー需給構造における原子力発電の位置づけ 

   ○張 博（新潟大学） 

 11  消費者への情報提供による家電リサイクルにおけるデポジット制度導入の可能性 

   ○増田明之（東京大学）・高橋裕也（東京大学）・村上進亮（東京大学） 

 12  住民の沿岸域の保全意欲に影響を与える要因の分析-宮城県志津川湾周辺域のインターネットア
ンケートより- 

   
○桜井 良（立命館大学）・太田貴大（長崎大学）・上原拓郎（立命館大学）・仲上健一（立命館
大学） 

 13  太陽光発電を巡る法的権利に関する論考：アメリカ Solar Access および Solar Rights 関連法規
からの示唆 

   ○堀田暁子（京都女子大学）・諏訪亜紀（京都女子大学） 

 14  持続可能な森林管理の制度としての森林法と森林認証制度 

   ○藤原 敬（林業経済研究所）・鈴木春彦（豊田市役所） 
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企画「循環型社会の構築に向けて：課題と展望」 A 会場 
オーガナイザー： 細田衛士（慶應義塾大学）・山本雅資（富山大学） 

 座長：細田衛士（慶應義塾大学） 

 1  循環型社会の法制度的側面 

   ○大塚 直（早稲田大学） 

 2  EU の資源循環政策の動向と企業の対応 

   ○喜多川和典（日本生産性本部） 

 3  循環型社会における日本企業の動向 

   ○小谷勝彦（日鐵住金建材） 

 4  循環型社会における有害物質への対処 

   ○酒井伸一（京都大学） 

 5  循環型社会における政策対応 

   ○田中良典（環境省） 
 
企画「東アジアの環境問題」 B 会場 
オーガナイザー： 森晶寿（京都大学） 

 座長：森晶寿（京都大学） 

 1  中国の環境エネルギー問題に対する視座の歴史的変遷 

   ○明日香壽川（東北大学） 

 2  インドネシアの環境問題・政策と国際資源循環 

   ○小島道一（アジア経済研究所） 

 3  アジアにおける地域環境ガバナンスの形成と国際環境協力 

   ○松岡俊二（早稲田大学） 
 
企画「気候変動政策研究の進展と展望」 C 会場 
オーガナイザー：新澤秀則（兵庫県立大学）・亀山康子（国立環境研究所） 

 座長：新澤秀則（兵庫県立大学）・亀山康子（国立環境研究所） 

 1  後継合意の法的構造 

   ○高村ゆかり（名古屋大学） 

 2  合意の有効性を確保する方策 

   ○有村俊秀（早稲田大学） 

 3  被害評価と不確実性 

   ○阪本浩章（千葉大学） 

 4  市場メカニズム 

   ○新澤秀則（兵庫県立大学） 
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9 月 20日午前(1)  9:00 － 10:30 

 
 
生物多様性・生態系サービス A 会場 

 座長：加賀爪 優（京都大学） 

 1  Do payments for biodiversity conservation and ecosystem services improve economic 
welfare? 

   
○木山正一（京都大学）・小林 晃（関西大学） 
討論者：蒲谷 景（地球環境戦略研究機関） 

 2  生態系サービスの将来傾向分析に向けた土地利用の統計分析 

   
○蒲谷 景（地球環境戦略研究機関） 
討論者：加賀爪 優（京都大学） 

 
環境ガバナンス B 会場 

 座長：松下和夫（地球環境戦略研究機関） 

 1  Information Update for Disaster Insurance after Catastrophes  

   
○堀江進也（神戸大学）・馬奈木俊介（九州大学） 
討論者：横松宗太（京都大学） 

 2  再生可能エネルギー事業の立地問題と環境規制の課題－風車騒音問題に関する事例研究－ 

   
○尾形清一（京都大学） 
討論者：安田 陽（関西大学） 

 3  ソフトローで自然観光資源を守ることはできるか？-沖縄振興特措法に基づく「保全利用協定」を
対象とした環境ガバナンスの研究- 

   
○田中俊徳（東京大学） 
討論者：松下和夫（地球環境戦略研究機関） 

 
気候変動政策 C 会場 

 座長：周 瑋生（立命館大学） 

 1  Impact of climate change policy on steel market in Japan 

   
○盧 向春（東北大学）・毛 昕平（東北大学）・明日香壽川（東北大学） 
討論者：周 瑋生（立命館大学） 

 2  Determinants of the efficiency of CDM and JCM projects: Viewing from financial and 
environmental outcomes 

   
○Mohammad Tazul Islam（神戸大学）・Mai Huong Hoang （神戸大学）・八木迪幸（神戸
大学）・國部克彦（神戸大学） 
討論者：銭 学鵬（立命館アジア太平洋大学） 

 3  ASEAN 諸国における CDMプロジェクトの GHG削減費用分析 

   
○栗山昭久（地球環境戦略研究機関）・森田 稔（上智大学）・有村俊秀（早稲田大学）・小圷一
久（地球環境戦略研究機関） 
討論者：浜本光紹（獨協大学） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

9 月 20 日午前(1) 
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持続可能な社会 D 会場 

 座長：和田喜彦（同志社大学） 

 1  The dematerialization potential of the economies:An empirical study of countries for 
1990-2010 

   
○YANG JUE（富士通総研） 
討論者：鶴見哲也（南山大学） 

 2  主観的幸福と緑 ―緑の種類別金銭価値評価― 

   
○鶴見哲也（南山大学） 
討論者：柘植隆宏（甲南大学） 

 3  エコロジカル・フットプリント指標の日本を含むアジアでの活用の現況と意義：活用拡大のため
の課題と展望 

   
○伊波克典（グローバル・フットプリント・ネットワーク）・和田喜彦（同志社大学） 
討論者：泉 浩二（NPO 法人エコロジカル・フットプリント・ジャパン） 

 
大気汚染 E 会場 

 座長：寺尾忠能（アジア経済研究所） 

 1  日本の越境大気汚染外交と科学文献レビューとインタビューによる実証を中心として 

   
○宮後裕充（東北大学）・石井 敦（東北大学） 
討論者：鈴木克徳（金沢大学） 

 2  台湾における大気保全政策の形成過程－1975 年空気汚染防制法を中心に－ 

   
○寺尾忠能（アジア経済研究所） 
討論者：伊藤 康（千葉商科大学） 

 3  中国における火力発電所の硫黄酸化物削減政策の評価 

   
○馬 騰（神戸大学）・竹内憲司（神戸大学） 
討論者：明日香寿川（東北大学） 

 
気候変動・適応 F 会場 

 座長：竹内憲司（神戸大学） 

 1  気候変動適応における順応型管理の計画手法の研究～水稲の気候変動適応策を例として 

   
○白井信雄（法政大学）・嶋田知英（埼玉県環境科学国際センター）・石郷岡康史（農業環境技
術研究所）・田中 充（法政大学） 
討論者：久保田 泉（国立環境研究所） 

 2  気候変動による熱中症死亡の適応策に関する費用便益分析 

   
○中嶌一憲（兵庫県立大学）・坂本直樹（山形大学）・森杉雅史（名城大学）・森杉壽芳（日本大
学）・大野栄治（名城大学）・森 龍太（名城大学） 
討論者：竹内憲司（神戸大学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

9 月 20 日午前(1) 



23 

バイオマス G 会場 

 座長：野村久子（九州大学） 

 1  バイオマス地域循環システムの形成・運用過程の分析 

   

○田崎智宏（国立環境研究所）・稲葉陸太（国立環境研究所）・河井紘輔（国立環境研究所）・
小島英子（国立環境研究所）・多島 良（国立環境研究所）・櫛田和秀（みずほ情報総研）・高木
重定（みずほ情報総研） 
討論者：喜多川 進（山梨大学） 

 2  藻類バイオマスによるエネルギー転用への再チャレンジ 

   
○王 敦彦（京都大学） 
討論者：堀江哲也（長崎大学） 

 3  有機性廃棄物のリサイクル普及効果分析-ランダム化対照試行を用いたバイオマス循環システム
支援方策- 

   
○野村久子（九州大学）・Sarah Cotterill（マンチェスター大学）・Peter John（ロンドン大
学ユニバーシティ・カレッジ） 
討論者：新保一成（慶應義塾大学） 

 
再生可能エネルギー H 会場 

 座長：大島堅一（立命館大学） 

 1  オンタリオ州の固定価格買取制度におけるローカルコンテンツとWTO 

   
○道満治彦（立教大学大学院・環境エネルギー政策研究所） 
討論者：太田隆之（静岡大学） 

 2  固定価格買取制度に基づく再生可能エネルギー発電コストに係る考察 －発電コスト検証ワーキ
ンググループにおける議論の分析から－ 

   
○稲澤 泉（京都大学） 
討論者：大島堅一（立命館大学） 

 3  送電事業者の戦略的行動を考慮した再生可能エネルギー普及政策の効果：固定価格買取制度，RPS
制度，プレミアムタリフ型 FIT 制度の比較分析 

   
○庫川幸秀（早稲田大学）・日引 聡（東北大学） 
討論者：小川 健（専修大学） 

 
環境マネジメント I 会場 

 座長：八木迪幸（神戸大学） 

 1  Does corporate environmental performance change through environmental policies 
between pre and post 2011? Evidence from firm-level data in Germany and Japan 

   
Lara Makowski（神戸大学）・○呉 綺（神戸大学）・八木迪幸（神戸大学）・國部克彦（神戸大
学） 
討論者：中井美和（東京大学） 

 2  How do firms’ climate-related management and strategy affect climate change risks and 
opportunities awareness? 

   
○沈宇辰（神戸大学）・呉 綺（神戸大学）・イスラムタズル（神戸大学）・八木迪幸（神戸大学）・
國部克彦（神戸大学） 
討論者：田中健太（武蔵大学） 

 3  An empirical examination of how the corporate governance and strategy affect GHG 
emissions efficiency 

   
○周 博文（神戸大学）・八木迪幸（神戸大学）・國部克彦（神戸大学） 
討論者：井口 衡（跡見学園女子大学） 
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9 月 20日午前(2)  10:45 － 12:15 
 

 
企画「環境評価」 A 会場 
オーガナイザー： 吉田謙太郎（長崎大学） 

 座長：吉田謙太郎（長崎大学） 

 1  環境評価と政策動向 

   ○吉田謙太郎（長崎大学） 

 2  環境評価研究の最先端 

   ○柘植隆宏（甲南大学） 

 3  環境経済評価の国内研究動向：SEEPS レビューを中心として 

   ○井元智子（東京工業大学） 

 4  表明選好法と便益移転概観 

   ○大床太郎（獨協大学） 

 5  総括討論 

   ○栗山浩一（京都大学） 
 
環境ガバナンス B 会場 

 座長：渡邉理絵（新潟県立大学） 

 1  エネルギー政策における中央政治と地方政治の相互作用 - シュターデ市を事例として - 

   
○渡邉理絵（新潟県立大学） 
討論者：大熊一寛（環境省） 

 2  アスベストを事例とした化学物質取引管理規制の重要性と環境政策的課題 －化審法・PRTR 制
度を中心とした検討 

   
○南 慎二郎（立命館大学） 
討論者：堀江進也（神戸大学） 

 3  レギュラシオン理論を基礎とした環境対策と経済成長の長期分析:日本における経済・環境関係の
長期的変化 

   
○大熊一寛（環境省） 
討論者：吉田文和（愛知学院大学） 

 
気候変動政策 C 会場 

 座長：秋元圭吾 （地球環境産業技術研究機構） 

 1  省エネ対策の経済性に関する考察 

   
○和田謙一（地球環境産業技術研究機構）・佐野史典（地球環境産業技術研究機構）・秋元圭吾
（地球環境産業技術研究機構） 
討論者：森田 稔（上智大学） 

 2  家庭における割引率についての考察－地球温暖化防止政策との関係から－ 

   
○東條純士（京都大学）・王 敦彦（京都大学）・何 彦旻（京都大学） 
討論者：浜本光紹（獨協大学） 

 3  家計の省エネルギー投資における割引率の推計に関する一考察 

   
○浜本光紹（獨協大学） 
討論者：若林雅代（電力中央研究所） 

 
 

 
 

9 月 20 日午前(2) 
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アジア・途上国 D 会場 

 座長：鈴木政史（上智大学） 

 1  Adoption of ISO 9001 through Supply Chain in Vietnam:Impacts of FDI and 
Product-related Environmental Regulation 

   
○井口 衡（跡見学園女子大学）・有村俊秀（早稲田大学）・道田悦代（アジア経済研究所） 
討論者：鈴木政史（上智大学） 

 2  Altruism behind recycling: A substitute for an environmental policy? 

   
○横尾英史（国立環境研究所）・河井紘輔（国立環境研究所）・樋口裕城（名古屋市立大学） 
討論者：山本雅資（富山大学） 

 3  アジア環境ビジネス企業の経済分析 

   
○佐々木 創（中央大学） 
討論者：染野憲治（慶應義塾大学） 

 
環境規制 E 会場 

 座長：新熊隆嘉（関西大学） 

 1  環境保全のための自主的取り組みと規制の脅威 

   
井上恵美子（京都大学）・○斉藤 崇（杏林大学） 
討論者：新熊隆嘉（関西大学） 

 2  Determination of Efficient Environmental Policy Instruments under Uncertainty with the 
Dominant Firm Model 

   
○森 大建（九州大学） 
討論者：斉藤 崇（杏林大学） 

 3  環境規制が製造業に及ぼす影響についての実証分析 

   
○林田明子（早稲田大学） 
討論者：八木迪幸（神戸大学） 

 
気候変動・緩和 F 会場 

 座長：有村俊秀（早稲田大学） 

 1  Seemingly Unrelated Intervention: Environmental Managemen Systems at Workplaces 
and Energy Conservation Behaviors at Home 

   
○有村俊秀（早稲田大学）・岩田和之（高崎経済大学）・片山 東（早稲田大学）・作道真理（政
策投資銀行） 
討論者：木村 宰（電力中央研究所） 

 2  Decomposition of Regional and Sectorial Economic Impacts of Climate Change under 
RCP and SSP Scenarios 

   
○坂上 紳（上智大学）・山浦紘一（東京農工大学）・鷲田豊明（上智大学） 
討論者：山崎雅人（名古屋大学） 

 3  Business Perspective to the Investment of Low Carbon Technologies: A Survey Study of 
Korean Petro-chemical Industry 

   

○昔 宣希（Institute for Global Environmental Strategies）・Liu Xianbing（Institute for 
Global Environmental Strategies）・Kentaro Takura（Institute for Global Environmental 
Strategies） 
討論者：Yang Jue（富士通総研） 

 
 
 
 
 

 
 

9 月 20 日午前(2) 



26 

エネルギー政策 G 会場 

 座長：庫川幸秀（早稲田大学） 

 1  電力市場完全自由化における電力小売業の役割について 

   
○澤田英司（九州産業大学） 
討論者：庫川幸秀（早稲田大学） 

 2  ポスト電力自由化における電力需要家の電気事業者選択 

   
○芳賀健大朗（東北大学）・慎 公珠（九州大学）・馬奈木俊介（九州大学） 
討論者：田中 誠（政策研究大学院大学） 

 
再生可能エネルギー H 会場 

 座長：小杉隆信（立命館大学） 

 1  省エネルギー住設機器の普及政策と地域導入に関する考察～ 太陽熱温水器，太陽光発電システム
等を例として ～ 

   
○吉田 肇（宇都宮共和大学） 
討論者：小杉隆信（立命館大学） 

 2  Gone with the Wind: A Learning Curve Analysis of China’s Wind Power Industry 

   
○林 大祐（立命館大学）・Joern Huenteler（Harvard University）・Joanna I. Lewis
（Georgetown Univeristy） 
討論者：竹内憲司（神戸大学） 

 3  再生可能エネルギーは観光地の再生に寄与しうるか―静岡県東伊豆町の事例検討－ 

   
○太田隆之（静岡大学） 
討論者：田中俊徳（東京大学） 

 
環境経済理論 I 会場 

 座長：大堀秀一（関西大学） 

 1  Entry deterrence and voluntary approach 

   
○大堀秀一（関西大学）・紀 國洋（立命館大学）・友田康信（神戸市外国語大学） 
討論者：中川真太郎（下関市立大学） 

 2  A two-country overlapping generations model of cross-border environmental 
refugees 

   
○中川真太郎（下関市立大学） 
討論者：坂本智幸（科学技術振興機構 低炭素社会戦略センター） 

 3  Disaster Remains: How to Deal with these Intergenerational Common Patrimonies 

   
○佐藤公敏（東北大学） 
討論者：米本 清（高崎経済大学） 
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大会会場へのアクセス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■JR 京都駅から京都市バス 
京都駅 A2 乗り場，17 系統「四条河原町・銀閣寺」行で「京大農学部前」下車。35～40 分程度。渋滞
により時間がかかることがあるため，地下鉄で今出川駅まで行き，市バスに乗る方が早いことが多いで
す。 
 
■地下鉄今出川駅から京都市バス 
京都駅から地下鉄烏丸線「国際会館」行で今出川駅まで 10 分。3番出口を出て左手に進むとバス停があ
ります。203 系統「銀閣寺道・錦林車庫」行で「京大農学部前」下車。今出川駅から京大農学部前まで
約 10 分。京都駅から京大農学部前まで 30 分程度。 
 
■阪急四条河原町駅から京都市バス 
河原町通を北側に進んだところにバス停 
があります。17 系統「銀閣寺」行で 
「京大農学部前」で下車。25 分程度。 
 
■京阪出町柳駅から京都市バス 
203 号系統「銀閣寺道・錦林車庫」行で 
「京大農学部前」で下車。５分程度。 
 
■バス停「京大農学部前」についたら 
銀閣寺行きの場合，バスの進行方向とは 
逆に百万遍方向へ少し戻ると右手に 
北部構内の入り口があります。 
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セッション会場（農学部総合館） 館内マップ 
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会場周辺の飲食店について 

 
 
■大学生協（夏期短縮営業のため営業時間は以下のとおり） 

農学部総合館からの時間 18 日（金） 19 日（土） 20 日（日） 
①北部食堂（徒歩 1分） 11:00～20:00 閉店 閉店 
②ルネ（徒歩 10 分） 11:00～19:30 11:00～19:30 11:00～14:00 
③中央食堂（徒歩 10 分） 11:00～14:00 閉店 閉店 
⑤カンフォーラ（徒歩 15 分） 11:00～21:30 11:00～15:00 11:00～15:00 

 
■コンビニ 
ファミリーマート Ａ Ｇ 
ローソン Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 
■ファストフード，コーヒーショップ 

④タリーズ ⑧餃子の王将 ⑪松屋 
⑥すき家 ⑨マクドナルド ⑫CoCo 壱番屋 
⑦吉野家 ⑩サブウェイ  

百万遍周辺に集まっています。農学部総合館から百万遍まで徒歩で約 10 分。 
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索引 
 
粟生木千佳 報告：19 日午前(1) D 会場 
青山直人 討論：19 日午前(1) C 会場 
青柳みどり 報告：18 日午後(1) B 会場 
 座長：18 日午後(1) B 会場 
青山直人 報告：18 日午後(1) C 会場 
赤石秀之 報告：19 日午前(1) D 会場 
赤尾健一 報告：18 日午後(1) A 会場 
 座長：18 日午後(1) A 会場 
秋元圭吾 報告：18 日午後(2) F 会場 
 座長：20 日午前(2) C 会場 
芦名秀一 討論：18 日午後(2) I 会場 
明日香壽川 討論：20 日午前(1) E 会場 
 報告：18 日午後(2) F 会場 
 報告：19 日午前(2) B 会場 
東愛子 報告：19 日午前(1) H 会場 
阿部 新 討論：18 日午後(2) D 会場 
 座長：18 日午後(2) D 会場 
阿部新 報告：18 日午後(2) D 会場 
新井士人 報告：19 日午前(2) P 会場 
有賀健高 報告：19 日午前(1) G 会場 
 討論：19 日午前(1) G 会場 
有村俊秀 報告：20 日午前(2) F 会場 
 報告：19 日午前(2) C 会場 
 討論：18 日午後(1) J 会場 
 座長：20 日午前(2) F 会場 
井口 衡 討論：20 日午前(1) I 会場 
 報告：20 日午前(2) D 会場 
石井 敦 討論：19 日午前(1) B 会場 
 討論：18 日午後(2) H 会場 
 座長：19 日午前(1) B 会場 
 報告：18 日午後(2) H 会場 
石村 雄一 報告：18 日午後(1) D 会場 
泉 浩二 討論：20 日午前(1) D 会場 
一方井誠治 討論：18 日午後(1) D 会場 
 座長：18 日午後(1) D 会場 
伊藤 康 討論：20 日午前(1) E 会場 
稲澤 泉 報告：20 日午前(1) H 会場 
井上恵美子 報告：18 日午後(1) C 会場 
伊波克典 報告：20 日午前(1) D 会場 
井元智子 報告：20 日午前(2) A 会場 
岩田和之 報告：18 日午後(1) C 会場 
 討論：18 日午後(2) C 会場 
氏家清和 討論：19 日午前(1) G 会場 
王 鳳陽 報告：19 日午前(1) I 会場 
王敦彦 報告：20 日午前(1) G 会場 
大内田康徳 討論：18 日午後(1) C 会場 
大熊一寛 報告：20 日午前(2) B 会場 
 討論：20 日午前(2) B 会場 
大島堅一 討論：20 日午前(1) H 会場 
 座長：20 日午前(1) H 会場 

太田隆之 報告：20 日午前(2) H 会場 
 討論：20 日午前(1) H 会場 
大塚健司 報告：18 日午後(2) B 会場 
 討論：19 日午前(1) E 会場 
 討論：18 日午後(2) B 会場 
大塚直 報告：19 日午前(2) A 会場 
大床太郎 報告：20 日午前(2) A 会場 
 討論：18 日午後(2) E 会場 
大沼あゆみ 報告：18 日午後(1) A 会場 
 座長：18 日午後(1) A 会場 
大野智彦 報告：19 日午前(1) B 会場 
大堀秀一 報告：20 日午前(2) I 会場 
 座長：20 日午前(2) I 会場 
大森正之 報告：18 日午後(2) A 会場 
尾形清一 報告：20 日午前(1) B 会場 
小川 健 討論：20 日午前(1) H 会場 
 報告：19 日午前(2) P 会場 
小田潤一郎 報告：18 日午後(2) C 会場 
 討論：18 日午後(2) C 会場 
小俣幸子 報告：19 日午前(1) F 会場 
 討論：19 日午前(1) F 会場 
何彦旻 報告：19 日午前(1) I 会場 
加賀爪優 討論：20 日午前(1) A 会場 
 討論：19 日午前(1) E 会場 
 座長：20 日午前(1) A 会場 
篭橋一輝 報告：18 日午後(2) E 会場 
 報告：19 日午前(1) A 会場 
嘉田良平 討論：19 日午前(1) I 会場 
 座長：19 日午前(1) I 会場 
蒲谷 景 討論：20 日午前(1) A 会場 
 報告：20 日午前(1) A 会場 
亀山康子 座長：19 日午前(2) C 会場 
辛島理人 討論：18 日午後(1) E 会場 
呉綺 報告：20 日午前(1) I 会場 
喜多川進 報告：18 日午後(1) E 会場 
 討論：20 日午前(1) G 会場 
 座長：18 日午後(1) E 会場 
喜多川和典 報告：19 日午前(2) A 会場 
金 紅実 討論：19 日午前(1) I 会場 
木村 宰 討論：20 日午前(2) F 会場 
木山正一 報告：20 日午前(1) A 会場 
久保田 泉 討論：20 日午前(1) F 会場 
 討論：18 日午後(2) H 会場 
庫川幸秀 報告：20 日午前(1) H 会場 
倉阪秀史 討論：18 日午後(1) H 会場 
栗山浩一 報告：20 日午前(2) A 会場 
栗山昭久 報告：20 日午前(1) C 会場 
庫川幸秀 討論：20 日午前(2) G 会場 
 座長：20 日午前(2) G 会場 
黒沢厚志 討論：18 日午後(2) C 会場 

倉阪秀史 座長：18 日午後(1) H 会場 
國部克彦 報告：18 日午後(1) B 会場 
小島理沙 報告：19 日午前(2) P 会場 
小島英子 報告：18 日午後(2) D 会場 
小島道一 報告：19 日午前(2) B 会場 
 討論：18 日午後(2) D 会場 
 討論：19 日午前(1) B 会場 
小杉隆信 討論：20 日午前(2) H 会場 
 座長：20 日午前(2) H 会場 
小谷勝彦 報告：19 日午前(2) A 会場 
小堀 聡 討論：18 日午後(1) E 会場 
西條辰義 報告：18 日午後(1) J 会場 
 討論：18 日午後(1) J 会場 
斉藤 崇 報告：20 日午前(2) E 会場 
 討論：20 日午前(2) E 会場 
酒井伸一 報告：19 日午前(2) A 会場 
坂上 伸 討論：19 日午前(1) F 会場 
 報告：20 日午前(2) F 会場 
坂本智幸 報告：19 日午前(1) C 会場 
 討論：20 日午前(2) I 会場 
阪本浩章 報告：18 日午後(1) A 会場 
 報告：19 日午前(2) C 会場 
桜井良 報告：19 日午前(2) P 会場 
笹尾俊明 報告：18 日午後(1) D 会場 
 討論：18 日午後(2) B 会場 
佐々木創 報告：20 日午前(2) D 会場 
佐藤公敏 報告：20 日午前(2) I 会場 
佐藤真行 報告：19 日午前(1) A 会場 
 討論：18 日午後(1) C 会場 
 座長：18 日午後(1) C 会場 
佐藤正弘 報告：19 日午前(1) E 会場 
 討論：18 日午後(1) G 会場 
 討論：18 日午後(2) H 会場 
佐藤洋一郎 討論：18 日午後(2) H 会場 
真田康弘 報告：18 日午後(2) H 会場 
玉置哲也 報告：18 日午後(2) H 会場 
佐無田 光 討論：18 日午後(2) E 会場 
諏訪竜夫 報告：18 日午後(1) G 会場 
澤田英司 報告：20 日午前(2) G 会場 
嶋田大作 報告：18 日午後(1) F 会場 
清水万由子 報告：19 日午前(2) P 会場 
姜美松 報告：19 日午前(1) E 会場 
昔宣希 報告：20 日午前(2) F 会場 
周 瑋生 座長：20 日午前(1) C 会場 
 討論：18 日午後(2) B 会場 
 討論：20 日午前(1) C 会場 
周博文 報告：20 日午前(1) I 会場 
白井信雄 報告：20 日午前(1) F 会場 
白川博章 報告：18 日午後(2) E 会場 
新熊隆嘉 討論：20 日午前(2) E 会場 
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 座長：20 日午前(2) E 会場 
新保一成 討論：20 日午前(1) G 会場 
杉山昌広 討論：18 日午後(2) F 会場 
 座長：18 日午後(2) F 会場 
鈴木康平 報告：18 日午後(1) F 会場 
鈴木克徳 討論：20 日午前(1) E 会場 
鈴木政史 討論：20 日午前(2) D 会場 
 座長：20 日午前(2) D 会場 
諏訪竜夫 討論：18 日午後(1) G 会場 
成 双之 報告：19 日午前(1) I 会場 
関川千恵美 報告：18 日午後(1) H 会場 
銭 学鵬 討論：20 日午前(1) C 会場 
染野憲治 討論：20 日午前(2) D 会場 
高瀬浩二 報告：18 日午後(1) J 会場 
高橋 洋 討論：19 日午前(1) H 会場 
高橋若菜 報告：19 日午前(1) D 会場 
高橋卓也 討論：18 日午後(2) E 会場 
 座長：18 日午後(2) E 会場 
高村ゆかり 報告：19 日午前(2) C 会場 
竹内憲司 討論：18 日午後(1) D 会場 
 討論：20 日午前(2) H 会場 
 討論：19 日午前(1) D 会場 
 討論：20 日午前(1) F 会場 
 座長：20 日午前(1) F 会場 
竹内亮 報告：19 日午前(2) P 会場 
田崎智宏 報告：20 日午前(1) G 会場 
田中 誠 討論：20 日午前(2) G 会場 
田中健太 報告：18 日午後(2) C 会場 
 討論：20 日午前(1) I 会場 
 討論：18 日午後(1) F 会場 
田中俊徳 報告：20 日午前(1) B 会場 
 討論：20 日午前(2) H 会場 
田中良典 報告：19 日午前(2) A 会場 
田村堅太郎 討論：18 日午後(2) F 会場 
張博 報告：19 日午前(2) P 会場 
張鈺シン 報告：19 日午前(2) P 会場 
沈宇辰 報告：20 日午前(1) I 会場 
筑井麻紀子 報告：18 日午後(2) B 会場 
柘植隆宏 報告：20 日午前(2) A 会場 
 討論：18 日午後(1) G 会場 
 討論：20 日午前(1) D 会場 
 座長：18 日午後(1) G 会場 
角田季美枝 報告：18 日午後(2) E 会場 
鶴見哲也 報告：20 日午前(1) D 会場 
 討論：18 日午後(2) G 会場 
 討論：20 日午前(1) D 会場 
寺尾忠能 報告：20 日午前(1) E 会場 
 座長：20 日午前(1) E 会場 
寺園淳 報告：18 日午後(2) D 会場 
寺西俊一 座長：18 日午後(2) A 会場 
東條純士 報告：20 日午前(2) C 会場 
道満治彦 報告：20 日午前(1) H 会場 
外川健一 報告：18 日午後(2) D 会場 

 討論：18 日午後(2) D 会場 
友澤悠季 報告：18 日午後(1) E 会場 
羅 星仁 討論：18 日午後(1) I 会場 
中井美和 討論：20 日午前(1) I 会場 
中川真太郎 報告：20 日午前(2) I 会場 
 討論：20 日午前(2) I 会場 
中嶌一憲 報告：20 日午前(1) F 会場 
中田達大 報告：19 日午前(1) F 会場 
中野綾子 報告：18 日午後(2) E 会場 
中村寛樹 報告：18 日午後(2) G 会場 
中村良平 討論：18 日午後(1) H 会場 
中山琢夫 報告：18 日午後(1) H 会場 
 討論：19 日午前(1) H 会場 
新澤秀則 報告：19 日午前(2) C 会場 
 座長：19 日午前(2) C 会場 
西村和雄 報告：18 日午後(1) A 会場 
沼田大輔 報告：19 日午前(2) P 会場 
沼田大輔 討論：19 日午前(1) D 会場 
根本志保子 報告：19 日午前(1) G 会場 
 座長：19 日午前(1) G 会場 
野村久子 報告：20 日午前(1) G 会場 
 座長：20 日午前(1) G 会場 
芳賀健大朗 報告：20 日午前(2) G 会場 
服部 徹 報告：18 日午後(1) G 会場 
浜本光紹 報告：20 日午前(2) C 会場 
 討論：20 日午前(1) C 会場 
 討論：20 日午前(2) C 会場 
林公則 報告：19 日午前(1) B 会場 
林祥偉 報告：18 日午後(2) B 会場 
林大祐 報告：20 日午前(2) H 会場 
林田明子 報告：20 日午前(2) E 会場 
原田禎夫 報告：18 日午後(1) F 会場 
伴 ひかり 討論：18 日午後(2) I 会場 
平田仁子 報告：19 日午前(2) P 会場 
平原隆史 報告：18 日午後(2) G 会場 
 討論：18 日午後(2) G 会場 
 座長：18 日午後(2) G 会場 
福原隆一 報告：18 日午後(2) H 会場 
藤井秀道 報告：19 日午前(2) P 会場 
 討論：18 日午後(1) C 会場 
藤井良広 討論：19 日午前(1) B 会場 
藤川清史 討論：18 日午後(2) I 会場 
藤野純一 討論：18 日午後(2) F 会場 
藤原敬 報告：19 日午前(2) P 会場 
福原隆一 討論：18 日午後(1) F 会場 
細田衛士 座長：19 日午前(2) A 会場 
堀江進也 報告：20 日午前(1) B 会場 
 討論：18 日午後(2) D 会場 
 討論：20 日午前(2) B 会場 
堀江哲也 報告：19 日午前(1) E 会場 
 討論：19 日午前(1) E 会場 
 討論：20 日午前(1) G 会場 
 座長：19 日午前(1) E 会場 

堀田暁子 報告：19 日午前(2) P 会場 
堀田康彦 報告：18 日午後(1) B 会場 
馬騰 報告：20 日午前(1) E 会場 
増井利彦 報告：18 日午後(2) F 会場 
 討論：18 日午後(2) F 会場 
増田明之 報告：19 日午前(2) P 会場 
松岡俊二 報告：19 日午前(2) B 会場 
松川 勇 座長：19 日午前(1) C 会場 
松下和夫 討論：20 日午前(1) B 会場 
 座長：20 日午前(1) B 会場 
松永光平 討論：19 日午前(1) I 会場 
松原弘直 報告：18 日午後(1) H 会場 
松本健一 討論：18 日午後(1) I 会場 
馬奈木俊介 報告：19 日午前(1) A 会場 
 討論：18 日午後(1) J 会場 
 座長：18 日午後(1) J 会場 
 座長：19 日午前(1) A 会場 
溝渕健一 報告：18 日午後(2) C 会場 
 討論：18 日午後(2) C 会場 
 討論：19 日午前(1) F 会場 
 座長：18 日午後(2) C 会場 
 座長：19 日午前(1) F 会場 
三俣 学 討論：18 日午後(1) F 会場 
 座長：18 日午後(1) F 会場 
南慎二郎 報告：20 日午前(2) B 会場 
宮後裕充 報告：20 日午前(1) E 会場 
宮本憲一 報告：18 日午後(2) A 会場 
棟居洋介 報告：19 日午前(1) G 会場 
森 晶寿 討論：18 日午後(2) E 会場 
 座長：19 日午前(2) B 会場 
森大建 報告：20 日午前(2) E 会場 
森田 稔 討論：20 日午前(2) C 会場 
 報告：18 日午後(2) C 会場 
八木迪幸 報告：18 日午後(2) G 会場 
 討論：18 日午後(2) G 会場 
 討論：20 日午前(2) E 会場 
 座長：20 日午前(1) I 会場 
安田 陽 報告：19 日午前(1) H 会場 
 討論：20 日午前(1) B 会場 
 討論：19 日午前(1) H 会場 
 座長：19 日午前(1) H 会場 
山浦紘一 報告：19 日午前(1) F 会場 
山川 肇 討論：19 日午前(1) D 会場 
 座長：19 日午前(1) D 会場 
山口光恒 報告：18 日午後(2) F 会場 
山口臨太郎 報告：19 日午前(1) A 会場 
山崎雅人 討論：20 日午前(2) F 会場 
山下英俊 討論：18 日午後(1) H 会場 
山田 利春 報告：18 日午後(1) D 会場 
山本雅資 討論：20 日午前(2) D 会場 
 討論：18 日午後(1) D 会場 
除本理史 報告：18 日午後(2) A 会場 
横尾英史 報告：20 日午前(2) D 会場 
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 討論：19 日午前(1) C 会場 
横松宗太 討論：20 日午前(1) B 会場 
吉田綾 報告：18 日午後(1) J 会場 
吉田謙太郎 報告：18 日午後(1) G 会場 
 報告：20 日午前(2) A 会場 
 討論：19 日午前(1) G 会場 
 座長：20 日午前(2) A 会場 
吉田肇 報告：20 日午前(2) H 会場 
吉田文和 報告：18 日午後(2) A 会場 

 討論：20 日午前(2) B 会場 
吉田雄一朗 討論：18 日午後(2) G 会場 
吉野まどか 報告：19 日午前(1) C 会場 
米本 清 討論：20 日午前(2) I 会場 
李 志東 報告：18 日午後(2) B 会場 
 討論：18 日午後(2) B 会場 
 座長：18 日午後(2) B 会場 
李 秀澈 討論：18 日午後(1) I 会場 
 座長：18 日午後(2) I 会場 

盧 向春 報告：20 日午前(1) C 会場 
若林雅代 討論：20 日午前(2) C 会場 
和田喜彦 座長：20 日午前(1) D 会場 
和田謙一 報告：20 日午前(2) C 会場 
渡邉理絵 報告：20 日午前(2) B 会場 
 座長：18 日午後(2) H 会場 
 座長：20 日午前(2) B 会場 

 
Cho Yongsung 報告：18 日午後(1) I 会場 
  座長：18 日午後(1) I 会場 
Jun Pang  報告：18 日午後(2) I 会場 
Kim Yong Gun 報告：18 日午後(1) I 会場 
Lee Chang Hoon 報告：18 日午後(1) I 会場 
LEE SOOCHEOL 報告：18 日午後(2) I 会場 
Mercure Jean-Francois 報告：18 日午後(2) I 会場 
Mohammad Tazul Islam 報告：20 日午前(1) C 会場 

Pollitt Hector 報告：18 日午後(2) I 会場 
YANG JUE  報告：20 日午前(1) D 会場 
  討論：20 日午前(2) F 会場 
Yong Gun KIM  討論：18 日午後(2) I 会場 
アディネガラ イヴォンヌ 報告：19 日午前(1) B 会場 
ゴンサレス・ロドリゴ   報告：18 日午後(2) G 会場 
ラウパッハ・スミヤ ヨーク 報告：19 日午前(1) H 会場
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近藤 久美子，森 晶寿，諸富 徹，吉積 巳貴 

 
 
20 周年記念事業委員会 
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